









































































































（Benoit Bruant ／ ミ ュ ル ー ズ 大 学 准 教








monde enchanté de Pierre Probst ／ ミ ュ
ルーズ人のカロリーヌ      魔法にかけられた，
ピエール・プロブストの小さな世界』の著
者）の論文より，クールベの影響を示唆する
ような作画をいくつかピックアップし，自然
主義や写実主義的表現を紹介した。
　さらに，アンケートで大人から子どもまで
最も支持の高かった，『カロリーヌのつき
りょこう』については，ドラマティック・エ
ンターティメントであるとし，普遍的であり
ながらも奇想天外で，突如として起こるアク
シデント～ハッピーエンドという，彼の追求
した映画的なエンターテイメント性が母体で
あり，当時の時代背景を鑑みて企画された，
「デザイン」であると論じた。
　第４章では、本発表の結論として、問題提
起している現在の教育現場に必要な事柄につ
いて，これまでの『カロリーヌシリーズ』の
分析から提言した。「クラスの輪をつくるデ
ザイン」は，冒頭の『The Sense of Wonder』 
の自然を体感する感性や，『カロリーヌシ
リーズ』の，芯の通った子ども達の自立的ス
トーリーに育まれており，それが，子どもや
大人達のヴィジュアルコミュニケーションに
温かい空気をもたらし，「幸せの教室空間」
を生み出すのであると主張した。
　最後に，これまでの分析により，デザイン
の「アイドマ」的手法がプロブストの作品に
存在しているとし，それが，子どもの心に
『カロリーヌシリーズ』の登場人物と自身を
重ね合わせ，同化させ，ストレスの多い現代
社会からしばし離れ，自立した子ども達だけ
の冒険の世界へ誘い，欲求を満足させている
のだとしている。
　「世界は広い，人生は冒険である～」と語
りかけてくるようなプロブストの，お説教の
一切ない，人々を楽しませるエンターテイメ
ント性と，平和を恒久するヴィジュアルの発
信こそが，これからの教育現場で必要である
と結論づけた。
